
京都府 

Ｊ Ｒ 奈 良 線 の 複 線 化 に つ い て 
                

【関係省庁】国土交通省 
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【ＪＲ奈良線の複線化効果】
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【奈良線概要】
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　 奈良線複線化に向けて、京都府・
沿線市町が一体となった取組を進め
ており、沿線地域において、事業着
手への期待が高まっています。

 ○京　都　府：各種調査の実施
 ○沿線市町 ：利用促進の取組

 

＜参考＞ 

＜京都府からの提言＞ 
ＪＲ奈良線は、京都・奈良・大阪に及ぶ広域的な環状ネットワークの一部として、また、関西

文化学術研究都市へのアクセスとして重要な路線であることから、近畿地方交通審議会答

申にも位置付けられた複線化は、地域の発展にとって重要な社会資本整備である。 
 
ＪＲ奈良線複線化整備については、交通の安全の確保・円滑化、

経済基盤の強化、生活環境の保全等に直結するものであり、鉄軌
道整備についても、本年度創設された下記の社会資本整備総合交
付金の基幹事業に位置づけ、活用できるようにすること。 

鉄道利用は､地球温暖化対策の観点からも見直されている中、ＪＲ奈良線は、
二つの古都を結ぶ京都府南部（木津川右岸地域）の基幹鉄道であるとともに、近
畿中部地域の鉄道ネットワークの一部を成す重要な鉄道であるが、複線化率は
未だ２４％であり、複線化整備の早期着手が課題となっています。 

社会資本整備総合交付金の概要 

（目的）地方公共団体が行う社会資本整備その他の取組を支援することにより、交通の安全の確保とその円滑化、

経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上

を図ることを目的とする 

（交付対象事業） 

基幹事業① 活力創出基盤整備（道路、港湾） 

② 水の安全、安心基盤整備（河川、砂防等） 

③ 市街地整備（都市公園、市街地、広域連携等） 

④ 地域住宅支援（住宅、住環境整備） 
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 　　◆ 山陰本線複線化に係る
     　      事業費負担の状況 （京都市域除く）

33.0

22.7 31.8

全　国 26.4 31.3

東
舞
鶴

福
知
山

綾
部

西
舞
鶴

園
部

篠山口

天
王
寺

新
大
阪

大阪

京
橋

奈良

宮
津

天
橋
立

京
都

木
津

尼崎

ＫＴＲ宮福線

ＪＲ山陰本線
ＪＲ福知山線

ＪＲ東海道新幹線

ＪＲ東海道本線

ＪＲ小浜線

ＪＲ舞鶴線

ＪＲ奈良線

ＪＲ関西本線

ＪＲ関西本線

ＪＲ片町線

ＪＲ大阪環状線
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山陰本線京都～園部間
複線化開業　平成22年3月13日

ＪＲ奈良線京都～木津間
複線化　次期整備予定

 

 【京都府の担当部局】 

建設交通部   交通政策課  075-414-4360 


